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    2010年 1月 25日 
 

 
大阪アジアン映画祭「おおさかシネマフェスティバル」部門 

委員長 高橋 聰 
 

おおさかシネマフェスティバル 2010 

～映画ファンのための映画まつり～ 
 

ベストテンの結果発表ならびに映画祭開催のご案内 

 
謹啓 新春の候、ますますご清栄のこととお慶び申しあげます。 

 この度、春恒例の「おおさかシネマフェスティバル 2010」を、今年も 3 月６日・７日の

2 日間、大阪歴史博物館にて開催させていただく運びとなりました。「映画ファンのための

映画まつり」として関西の映画ファンに広く支持されてきた本映画祭ですが、昨年度から

は「大阪アジアン映画祭」と統合し、日本映画のお祭りとアジア映画の祭典という一大映

画イベントとして開催いたします。 

つきましては、前身である「おおさか映画祭」以来の恒例の行事であり、当フェスティバ

ル最大のイベント「おおさかシネマフェスティバル」2009 年ベストテン作品賞＆個人賞が

決定いたしましたので、皆様にご報告申しあげます。 

このベストテンは、年間 200 本以上の映画を見た方々からなる投票委員による投票をも

とに、選考委員会を開催し決定に至ったものです。2009 年の 1月から 12月までに大阪で公

開された映画を対象とし、個人賞は優れた技量を有するとともに「大阪・関西」ゆかりの

方々であることを大きな判断材料とさせていただきました。大阪ならではの映画祭とご紹

介いただければ幸いに存じます。 

3 月 7 日には、各賞を受賞されたゲストの皆様をお迎えし、ベストテン発表＆表彰式を開

催させていただきます。前日６日には、第一部で昨年亡くなられた森繁久彌さん追悼特集

上映と作家・藤本義一さんのトークショー、第二部では松竹・立命館大学提携製作による

新作『京都太秦物語』プレミア上映が決定。大阪らしさにこだわった独自の映画祭を目指

してまいります。 

大阪の映画ファンが集う熱い場になればと切望しておりますので、ぜひともご紹介のほ

どよろしくお願いいたします。 

謹白 
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大阪アジアン映画祭 2010 
おおさかシネマフェスティバル 2010 
～映画ファンのための映画まつり 
 
●ベストテン発表＆表彰式 
多彩なゲストを迎えて開催する映画のお祭り！ 
 
◆３月６日（土）・７日（日） 
◆会場・大阪歴史博物館４階講堂（大阪市中央区大手前 4-1-32 ℡.06-6946-5728） 
※地下鉄谷町線「谷町四丁目駅」下車９号出口前、ＮＨＫ大阪放送会館隣 

 
３月６日（土） 各部入替制（開場 9：30） 
◎第一部 森繁久彌追悼特集 

10：00 『喜劇 駅前競馬』上映 
11：30 トークショー（30分） 

 「藤本義一、森繁を語る」トーク：藤本義一（作家） 
  （終了 12:00 休憩 30分） 
12：30 『暖簾』上映 
  （終了 14:33 入れ替え） 
◎第二部 新作プレミア上映 

15：00  『京都太秦物語』 
  （終了 16:30） 
 
※料金：各部ごと 前売 1000円 当日 1200円 
 
３月７日（日） 1日通し券（開場 9：30） 
◎ベストテン発表＆表彰式 受賞記念上映＆プレミア上映 

9：50 あいさつ 
10：00 ベストテン受賞記念上映 

 『大阪ハムレット』（松坂慶子主演女優賞受賞作）上映 
 （終了 11：47 休憩 33分） 

12：20 ベストテン発表＆表彰式（２時間） 
 （休憩 20分） 

14：40 新作プレミア上映 
 『時をかける少女』上映 
 （終了 16：42） 

 
※料金：前売 2800円 当日 3000円 
★チケット発売 2月 6日（土） 
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◎ベストテン 
順位 日本映画 外国映画 
１ ディア・ドクター グラン・トリノ 
２ 劔岳 点の記 母なる証明 
３ 愛のむきだし スラムドッグ＄ミリオネア 
４ 大阪ハムレット レスラー 
５ サマーウォーズ チェイサー 
６ ヴィヨンの妻～桜桃とタンポポ～ チェンジリング 
７ のんちゃんのり弁 3時 10分、決断のとき 
８ 沈まぬ太陽 イングロリアス・バスターズ 
９ 空気人形 愛を読むひと 
１０ ウルトラミラクルラブストーリー 扉をたたく人 
 
◎個人賞 

賞名 日本映画部門 外国映画部門 
監督賞 木村大作（劔岳 点の記） クリント・イーストウッド（グラン・トリノ、チェンジリング） 
主演女優賞 松坂慶子（大阪ハムレット） キム・ヘジャ（母なる証明） 
主演男優賞 笑福亭鶴瓶（ディア・ドクター） クリント・イーストウッド（グラン・トリノ） 
助演女優賞 綾戸智恵（60歳のラブレター） マリサ・トメイ（レスラー） 

助演男優賞 岸部一徳（大阪ハムレット、 
のんちゃんのり弁） クリストフ・ヴァルツ（イングロリアス・バスターズ） 

新人女優賞 川上未映子（パンドラの匣） 

 

新人男優賞 渡辺大知（色即ぜねれいしょん） 
脚本賞 西岡琢也（沈まぬ太陽） 
撮影賞 木村大作（劔岳 点の記） 

音楽賞 大友良英（色即ぜねれいしょん、

ｳﾙﾄﾗﾐﾗｸﾙﾗﾌﾞｽﾄｰﾘｰ） 
新人監督賞 横浜聡子（ｳﾙﾄﾗﾐﾗｸﾙﾗﾌﾞｽﾄｰﾘｰ） 
ｲﾝﾃﾞｨﾍﾟﾝﾃﾞﾝﾄ映画賞 飯田基晴（犬と猫と人間と） 
特別賞 森繁久彌 

 
 
 
 
 
《作品解説》 
３月６日（土） 各部入替制 
第一部 10:00～ 森繁久彌追悼特集 
 戦後の日本を笑いで鼓舞し、庶民を勇気づけた日本が誇る希代の名優・森繁久彌。昨年

11月 10日に亡くなった我らが大阪出身の名優を偲んで代表作２本上映と作家・藤本義一さ
んのトークショーを開催します。 
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『喜劇 駅前競馬』1966年／東京映画／カラー／91分／配給：東宝 
監督：佐伯幸三 脚本：藤本義一 
出演：森繁久彌、伴淳三郎、フランキー堺、三木のり平、藤田まこと、淡島千景 
◎森繁・伴淳の名コンビによる名物シリーズ第 17作。藤本義一が本シリーズで初めて脚本
を担当し、競馬を題材に映画化。ホルモン料理屋の主人、競馬新聞社社長、風呂屋の主人

はみんな競馬大好きオヤジ。共同でヨシツネヒカリなる馬の馬主になった 3 人組、さてレ
ースの結果は？ 
 
『暖簾』1958年／宝塚映画／モノクロ／123分／配給：東宝 
監督：川島雄三 原作：山崎豊子 脚本：八住利雄、川島雄三 大阪弁指導：藤本義一 
出演：森繁久彌、山田五十鈴、中村鴈治郎、浪花千栄子、乙羽信子 
◎山崎豊子のベストセラー小説を名匠・川島雄三が映画化。大阪の昆布問屋に拾われた主

人公が、分けてもらったのれんを守り、父子２代にわたって戦災など多くの困難を乗り越

えて生きる。森繁が父と子の二役で芸達者なところを見せる。 
 
第二部 15:00～ 新作プレミア上映 
『京都太秦物語』2010年／立命館大学・松竹／カラー／90分／配給：松竹 
監督：山田洋次、阿部勉 企画・原案：山田洋次 脚本：山田洋次、佐々江智明 
出演：海老瀬はな、ＵＳＡ（ＥＸＩＬＥ）、田中壮太郎 
◎2007年から始まった立命館大学と松竹の産学連携による映像教育と人材育成の試みから
待望の映画が完成。同大学客員教授の山田洋次監督が太秦の大映通り商店街を舞台に撮

った現代のラブロマンス。クリーニング店の娘・京子（海老瀬はな）は大学の図書館勤

務。幼なじみの康太（ＵＳＡ）は豆腐店の息子でアルバイトをしながらお笑い芸人を目

指す日々。立命館大学で「白川文字」学を研究する大地（田中壮太郎）は図書館で京子

に出会い、 一目惚れしてしまう…。 
 
３月７日（日）１日通し券 
ベストテン発表＆表彰式 
 
10:00～ ベストテン受賞記念上映 
『大阪ハムレット』2008年／「大阪ハムレット」製作委員会／カラー／107分／配給：ア
ートポート 
監督：光石富士朗 原作：森下裕美 脚本：伊藤秀裕、江良至 
出演：松坂慶子、岸部一徳、森田直幸、久野雅弘、大塚智哉、加藤夏希、間寛平 
◎大阪の下町で暮らす肝っ玉母ちゃん・房子（松坂慶子）のたくましい生きざまを描く。

お父ちゃんの突然死によるショックが癒えない久保家に、お父ちゃんの弟と名乗る叔父さ

ん（岸部一徳）が転がり込む。房子はすんなり受け入れるが、それぞれに問題を抱える 3
人の息子（森田直幸、久野雅弘、大塚智哉）はそうはいかない。不器用な５人の共同生活

をユーモアたっぷりに描く。たくましい母親役を見事に演じた松坂慶子に拍手！ 
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12:20～ ベストテン発表＆表彰式 
受賞者（敬省略） 
監 督 賞：木村大作 
主演女優賞：松坂慶子 
主演男優賞：笑福亭鶴瓶 
助演女優賞：綾戸智恵 
助演男優賞：岸部一徳 
新人女優賞：川上未映子 
新人男優賞：渡辺大知 
脚 本 賞：西岡琢也 
撮 影 賞：木村大作 
音 楽 賞：大友良英 
新人監督賞：横浜聡子 
インディペンデント映画賞：飯田基晴  
※受賞者の表彰式出席は予定です。 

 

14:40～ 新作プレミア上映 
『時をかける少女』2010年／「時をかける少女」製作委員会 2010／カラー／122分／配給：
スタイルジャム 
監督：谷口正晃 原作：筒井康隆 脚本：菅野友恵 
出演：仲里依紗、中尾明慶、安田成美、青木崇高、石橋杏奈 
◎筒井康隆原作のＳＦ小説をもとにした、27 年前の原田知世版の続編。高校卒業間近の芳
山あかり（仲里依紗）は大学にも合格し、新たな生活に胸弾ませていた。だが、和子（安

田成美）が交通事故に遭い、事態は一転。「過去に戻って、初恋の人・深町一夫に会わなく

ては」と懸命に訴えながら昏睡状態に陥った母の願いをかなえるために、和子が開発した

薬で 1972年４月にタイムリープ。だが、そこは目的の時代から２年も経った 1974年だっ
た。 
 
後日、改めて事務局より詳細につきましてご連絡させていただきますので、よろしくお願

い申しあげます。 

 
 
 ◎お問い合わせ先 大阪アジアン映画祭実行委員会「おおさかシネマフェスティバル」事務局 
         TEL 06（6373）1225  FAX06（6373）1213 
                  ［ 担当：安永 ］携帯 090-4901-3473 
           〒530-0014 大阪市北区鶴野町 4番 B-801 E-mail: ocf@ccosaka.org 
 

 


